
石巻市立学校の教育職員に関する
業務量管理・健康確保措置実施計画

令和８年３月 石巻市教育委員会
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資料１



１ 計画の趣旨・現状
・令和６年 中教審答申

教職員の長時間勤務、採用試験の倍率低下（なりて不足）、人出不足

→ ①処遇改善 ②働き方改革 ③指導・運営体制の充実

・令和７年６月 給特法の改正

調整額の段階的引き上げ 残業時間の削減目標の設定

業務量管理・健康確保措置実施計画の策定及び公表の義務付け

・令和８年３月 石巻市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画 策定
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本市の現状①
１ 時間外在校時間の状況（事務職員も含む）

3

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

４５時間以下 ７２．０％ ７４．２％ ８０．６％

小学校 ４５～８０時間 ２４．６％ ２３．９％ １８．０％

８０時間超 ３．４％ １．９％ １．４％

４５時間以下 ４５．２％ ５０．７％ ６２．２％

中学校 ４５～８０時間 ４３．０％ ３９．７％ ３２．０％

８０時間超 １１．８％ ９．６％ ５．８％

４５時間以下 ４６．９％ ５６．３％ ６５．１％

高等学校 ４５～８０時間 ３４．５％ ３１．３％ ３０．８％

８０時間超 １８．６％ １２．５％ ４．１％

◇令和６年度
２７コマカリキュラム実施

◇令和７年度
校務支援システム導入



本市の現状②

２ 病休：精神疾患３か月以上 （内：休職者数）

３ 特別な支援を要する児童生徒（特別支援学級在籍以外）
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Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小学校 １０（２）/５６７ １７（５）/５６９ １５（４）/５４９

中学校 ９（４）/３５９ １１（３）/３３０ ９（３）/３３１

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小学校 ６７７/５，９１１ ６１１/５，７１８ ５００/５，４４８

中学校 １６９/３，１３０ １６６/３，０１０ １６７/３，０００

２％～３％

５％～１１％



本市の現状③

４ ストレスチェックから（令和７年度）
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働きがい 活気
仕事や生活の
満足度

小学校 ５７．８％ ５３．９％ ５５．４％

中学校 ５７．８％ ５３．６％ ５４．６％

高等学校 ５５．６％ ５１．７％ ５４．６％



２（１）時間外在校等時間に関する目標

• １か月の時間外在校等時間が４５時間以下の割合を１００％

• １年間における１か月平均時間について
小学校：３０時間程度
中学校・高校：４０時間程度とする
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２（２）ワーク・ライフ・バランス等の目標

• ストレスチェックにおける ワーク・エンゲージメントに関
する質問で肯定的な回答割合８０％

• 高ストレス者に対し、必要な支援を確実に実施
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※ワーク・エンゲージメント…仕事へのやりがい、満足度



３ 計画の期間

• 計画期間は令和８年度から令和１１年度までの４年間

• 計画期間中においても、状況を踏まえながら必要な
見直しを行う
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４ 実施内容

（１）業務の３分類を踏まえた業務の見直し

（２）学校における措置の推進

（３）教育職員の健康及び福祉の確保に関する取組
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４ 実施内容
（１）業務の3分類を踏まえた業務の見直し

平成３１年 中教審

学校における働き方改革の推進に向けた業務の適正化等に関する答申

「学校や教師でなければできない業務」に専念できる環境を作り、それ以外
の業務は地域や外部人材、行政などに切り離すか、効率化すべきである」

ア 学校以外が担うべき業務

イ 教師以外が積極的に参画すべき業務

ウ 教師の業務だが、負担軽減を促進すべき業務
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ア 学校以外が担うべき業務

• 登下校時の通学路における日常的な見守り活動

• 放課後から夜間における校外の見回り

• 児童生徒が補導された場合の対応

• 学校徴収金の整理・統合【給食費の公会計化】

• 過剰な苦情や不当な要求への対応【不当要求対応マニュアル（仮）作成中】
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イ 教師以外が積極的に参画すべき業務

• 調査・統計等への回答のデジタル技術の活用

• 学校事務の共同実施【７支会で実施】

• 学校プールの開放期間の見直し

• 部活動の地域展開への移行【Ｒ８ 部活動指導員１４名】
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ウ 教師の業務だが負担軽減を図る業務

• 授業準備・成績処理等の効率化【校務支援システムの導入】

• SC、SSW等、専門職との連携協働 【全学校に配置】

• 特別支援教育支援員等の配置 【Ｒ８ １００名】【看護師２名】

• 外部機関との連携【学びサポートセンター、フリースクール等】
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４ 実施内容（２）学校における措置の推進

• 授業時数の見直し 【27コマカリキュラムの実践】

• 学校行事の精選・統合

• デジタル技術の活用による校務の効率化【校務支援システム・生成AI等】

• 管理職のマネジメント力の向上
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４ 実施内容 （３）健康・福祉の確保

• １か月８０時間を超える教職員への医師による面接指導の実施

• ストレスチェックを通じた働きやすい職場環境の構築

• 年次有給休暇取得の促進

• 定時退校日の設定

• 長期休業中の「当番を置かない日」の設定
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５ 関連する取組
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• 給食費の公会計化

• 時間外の留守番電話対応

• 校務支援システム、生成AIの導入

• 専門職との連携 （SC、SSW、看護師、就職支援員、部活動指導員）

• 支援体制整備（特別支援教育支援員、学び支援員、学びサポートセン

ター指導員）

• 不当要求対応マニュアル（仮）の作成



６ フォローアップ

• 在校等時間等の状況の把握と報告・公表 【教育委員会・総合教育会議・学校運営協議会】

• 児童生徒支援に関わる人材の確保

• 管理職向けマネジメント研修の充実

• 保護者・地域への理解促進
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７ 今後の検討課題
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• 地域と共にある学校づくりのマインドチェンジ

• 特別な支援を要する児童生徒の増加への対応

• 部活動の地域展開の推進

• 「週27コマカリキュラム」による特色ある学校づくりと指導の充実

• 働き甲斐のある職場環境の構築


